










ネットワークに関するご意見、
ご感想をお寄せ下さい。
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本誌「NETWORK」のバックナンバーをインター
ネットで見ることができます。
http://www2.gol.com/users/grainsjp

　アメリカ穀物協会は、米国産大麦、トウモロコシ、
ソルガム、およびその加工品の国際市場の創出と拡大を
目的とした、アグリビジネス企業と生産者をメンバーとする
民間の非営利団体です。当協会は、ワシントンD.C.に本部
を、国外に10の事務所を置き、50を超える国々のプログラ
ムを管理しています。当協会は、協会会員である生産者と
アグリビジネス関係者、米国農務省の支援を受けています。

編集：坂下

協会の活動紹介（2007年6月～8月）

8
月

15―21日、日本
を含む各国の行
政、研究、業界関
係者が米国中西
部に一堂に会し、
国際バイオテクノ
ロジー情報会議
が開催された。

6
月

24日Myfood事務局が開催した「日米交流、父と子
のクッキング教室」に協賛した。チリビーンズと一緒
にアメリカの伝統的家
庭料理コーンブレッド
が試食され、作り方の
レシピ本やハンドブッ
クが配られた。

６月27―29日、アメリカ穀物協会（USGC）と全米トウモロコシ生
産者協会（NCGA）の会長らが来日し、業界関係者と会合し、鹿島
港の関東グレーンターミナル㈱、日清丸紅飼料㈱鹿島工場を見学
した。

8月23日―9月1日、バイテク・
メディア･農家視察団。日本
のメディア関係者と栽培農家
がワシントンＤＣと中西部を回
り、バイオテクノロジーに関す
る穀物生産地での普及実態と
研究現場を視察した。
（写真協力：デーリィ・ジャパン社）

7
月

米国大使館と共催にて7月15―25日にバイオテクノ
ロジーに関して行政関係視察団を米国へ派遣した。

7月29日―8月5日大麦の主要ユーザー視察団を米国生産地へ
派遣した。


